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【検証概要】

●検証目的：
IBM i 環境にWebSphere Application Server 8.5 (以降WAS8.5)の導入稼働検証をする。

WAS V8.5のIBM i への導入概要
・WAS V8.xから導入方法が変更
　–IBM Installation Managerを使用してWASの導入、管理
　　•事前にInstallation Manager V1.5 以上をIBM iに導入しておく必要があります
　　•IBM i 版のInstallation Managerでは、GUIはサポートされていません
・導入方法は2通り
　–ローカル･インストール
　　•IBM i サーバー上のInstallation Managerを使用して導入する方法
　–5250 QSHELLから実行
　–リモート･インストール
　　•Windows ワークステーション上のiRemoteInstallから導入する方法
　–（注意）フィックスの適用にiRemoteInstallは使えません

●検証環境：
　▲PowerSystems
　　　Power7モデル（8202-E4D)

●検証内容（シート名参照）
　▲IBMi要件 　・・・・・・・・・・・　IBM i にWAS8.5を導入するに当たっての前提条件など######## 印刷時の改ページ不具合修正
　▲IM導入　・・・・・・・・・・・・・　Instration Manager (IM)の導入を行う
　▲WAS8.5導入　・・・・・・・・・　WebSphere Applicatin Server 8.5 (WAS8.5)の導入を行う
　▲WAS8.5のPTF適用 　・・・　WAS8.5のPTF適用作業を行う
　▲WAS8.5の構成　・・・・・・・　WAS8.5のシンプルなアプリケーション構成を行う
　▲WAS8.5の起動確認　・・・　WAS8.5の起動および、サンプルアプリケーションの稼働確認を行う
　▲(補足)WAS構成削除　・・・　構成された定義の削除手順
　▲(補足)WASアンインストール　・・・　アンインストールおよび、関連オブジェクトの削除手順

●問題と回避方法
WAS8.5の導入でマニュアルでは、5250画面から導入ですが正しく導入が出来ません。（現象的には、WASの構成画面が出ない状況となります）
回避方法としては、IBM Web Administrator for i (旧IBM i タスク画面)より、導入することで正しく構成することもできます。

以上、
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【IBMi要件】

●WAS8.5導入の為のIBMi要件

参考情報　・・・　但し、IBMi7.3の場合には、手順が異なるので手順書を作成しました。
https://www.ibm.com/developerworks/jp/websphere/library/was/was85fori_install/

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【IBMi要件】

IBMi要件の続き

IBMi７．３の場合、８．５．５．９以降が前提
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【IBMi要件】

IBMi要件の続き
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【IBMi要件】

IBMi要件の続き

IBMi７．３の場合、IHSグループPTF（SF99722)は＃２以降が前提
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【IBMi要件】

IBMi要件の続き

WASを導入する為には、IM（Installation Manager）の導入が前提となり、IM導入後にWASの導入を行う。
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【IBMi要件】

IBMi要件の続き

以上
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【IM導入】

●Instration Manager(以降IM)の導入

①IMの最新版ダウンロードはこちら
http://www-304.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27025142

②MKDIRコマンドにてディレクトリー（/IM185）を作成

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【IM導入】

IM導入の続き
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【IM導入】

IM導入の続き
③FTPにて作成したディレクトリー（IM185）に送信　・・・　ツールのFFFTPなどで転送する。
※転送後の確認　（WRKLNK ’/IBM185/*’）
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【IM導入】

IM導入の続き
④qsh環境の実行（STRQSHコマンド）
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【IM導入】

IM導入の続き
⑤転送されたzipファイルを解凍する。
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【IM導入】

IM導入の続き
※実行後の結果確認、LSコマンドにて
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【IM導入】

IM導入の続き　・・・　表示上小文字でない場合、CHGOPTA EXTMEDFMT(*YES)を実行する。
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【IM導入】

IM導入の続き
⑥IMの導入　・・・　umask 022 実行後、導入コマンド
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【IM導入】

IM導入の続き
⑦導入後の確認　・・・　WRKLNK　’/tmp/IMInstall.log’を実行し、OPT5にて確認
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【IM導入】

IM導入の続き
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【IM導入】

IBMi要件の続き
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【IM導入】

IM導入の続き

以上
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【WAS8.5導入】

●WAS8.5の導入手順

①WAS8.559の物理メディアまたは、ダウンロードしたイメージファイルの準備
・イメージファイルの場合、　・・・　イメージファイルでない場合には、②へ
※前提要件：
　　・仮想光装置（OPTVRT01)が作成済みであること
　　・WAS8.559以降のイメージファイルをESSサイトより、ダウンロードし、イメージカタログ登録済みであること
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
WRKIMGCLGコマンドの実行
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
②IBM Web Administrator for i の準備確認　・・・　WRKACTJOB SBS(QHTTPSVR)
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
③ブラウザーを起動し、IBM Web Administrator for i 画面を表示する。　・・・　http://IBMiのIPアドレス：2001/HTTPAdmin　を指定する。
※ログイン画面が出たら、IBMiで登録されているユーザー（SECOFR権限）でログインする。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
④「インストール済み環境」タブを選択し、「インストール」ボタンを押下。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑤「次へ」を選択
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑥「参照」を選択
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑦QOPT内のパッケージの場所より、「repository.config」ファイルを指定してOKボタンを押下。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑧ロケーションが反映されていることを確認し、「次へ」を選択。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑨パッケージ候補を選択してOKボタンを押下。　・・・　8.5.5.9以降であることを確認します。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑩「完了」を選択して導入が開始されます。　・・・　しばう時間が掛かります。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑪「最新表示」押下にて「使用可能」になっていることを確認。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑫正しく導入されたかの確認。　・・・「すべてのサーバー」タブの「アプリケーション・サーバー作成」を選択した後、次へを選択。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
※「Webshere Application Server」配下に「V8.5.5.9 Express」が表示されていればOKです。
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
⑬IBMI側にて確認
※ライセンス情報　・・・　GO LICPGM OPT10にて
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
※ライブラリー情報　・・・　WRKLIB QWAS85*
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
※IFS情報　・・・　/QIBM/ProdData　および、　/QIBM・UserData　のそれぞれの配下の確認
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
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【WAS8.5導入】

WAS8.5導入の続き
※ユーザープロファイル　・・・　WRKUSRPRF QEJB*

以上
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【WAS8.5のPTF導入】

●WAS V8.5のPTF適用の概要
・フィックスの入手
　–フィックスをFix Central から入手します
　　http://www-933.ibm.com/support/fixcentral/options
　–IBM i WASグループPTFでFix Packを入手
　　•他のグループPTF同様に入手
　　•IBM i 7.2の場合SF99481、IBM i 7.1の場合SF99381、IBM i 6.1の場合SF99376
　　•WASのFix Pack の他、WASの前提であるDB, HTTP, JavaなどのPTFが含まれている
・フィックスの適用方法
　–Fix Pack
　　•通常のグループPTFと同じように適用
　　•適用後、QSHELLコマンド･ラインより、Installation Managerを使って適用
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
①グループPTF適用前　・・・　WASのGRPPTFが適用されていない状況
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
②GRPPTFの適用準備　・・・　WRKIMGCLGコマンドより
●イメージファイルの場合
※前提要件：
　　・仮想光装置（OPTVRT01)が作成済みであること
　　・SF99731または、個別グループSF99581のイメージファイルをFixCentralサイトより、ダウンロードし、イメージカタログ登録済みであること
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
③グループPTF適用　・・・　GO PTFより、OPT８にて
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
※しばらくすると自動でIPLが実行されます。

④再起動後、ログインし、グループPTF状況の確認　・・・　WRKGRPPTFコマンド
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
⑤グループPTFの適用　・・・　STRQSHより
※例
imcl install com.ibm.websphere.WEBENAB.v85　-acceptLicense 
-installationDirectory /QIBM/ProdData/WebSphere/AppServer/V85/Express
-repositories /QIBM/WAS/WASFIXPACKS/WAS/8559/FIXPACK -svP
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
⑥完了後の確認　・・・　IMとWASのバージョンを確認する。
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【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
⑦ライセンス情報の確認　・・・　WRKLICINF 5733W85

Copyright 2016 iGUAZU Corporation 63 ／ 102



【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
⑧SQLジョブ（事前開始ジョブ）の構成変更　・・・　CHGPJEより

Copyright 2016 iGUAZU Corporation 64 ／ 102



【WAS8.5のPTF導入】

WAS8.5のPTF導入の続き
⑨ホスト名および、IPアドレス情報の確認　・・・　STRQSHより

以上、
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【WAS8.5の構成】

●WASの構成手順

※ブラウザーはFirefoxをお勧めいたします。
①IBM Web Administrator for i より、「管理」－「すべてのサーバー」で「アプリケーション・サーバーの作成」より、構成を行う。

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
②「V8.5.5.9 EXPRESS」を選択後、「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
③「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
④「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
⑤「ポート」を指定して、「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
⑥「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
⑦「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
⑧「次へ」を選択。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
※「アプリケーション・サーバー」、「HTTPサーバー」タブ内容を確認する。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
⑨確認後、「完了」を押下。
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【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
※ステータスが「作業中」になります

Copyright 2016 iGUAZU Corporation 76 ／ 102



【WAS8.5の構成】

WAS8.5の構成の続き
※しばらくすると、ステータスが「作業中」から「停止済み」に変わり構成が完了。

以上
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【WAS8.5の起動確認】

●WASの起動および、サンプル・アプリケーションの稼働確認手順

①作成されたアプリケーション・サーバーを起動（上部の開始マークをクリック）

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
②「始動」を押下。
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
※ステータスが「停止済み」から「開始中」に変わる
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
※しばらくすると、ステータスが「開始中」から「実行中」に変わる
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
③5250画面より、サブシステムのHTTPサーバーの稼働状況確認
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
④5250画面より、サブシステムのWAS8.5の稼働状況確認
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
⑤5250画面にて、NETSTAT *CNNコマンドより、ポート番号：10000が稼働していることを確認
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
⑥ブラウザーでHTTPサーバーより、サンプル・アプリケーションの表示確認をする。
http://ホスト名または、IPアドレス：10000/snoop
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
⑦ブラウザーでWASアプリケーション・サーバーより、サンプル・アプリケーションの表示確認をする。　
http://ホスト名または、IPアドレス：10001/snoop
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き
⑧ブラウザーでWASアプリケーション・サーバーより、コンソール画面の表示確認し、ユーザーIDなしでログインボタン押下。　
http://ホスト名または、IPアドレス：10002/admin
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【WAS8.5の起動確認】

WAS8.5の起動確認の続き

以上
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【(補足)WAS構成削除】

●WASアプリケーション・サーバーの構成削除手順

※WASアプリーション・サーバーが開始されていたら、停止する。
①IBM Web Administrator for i より、「管理」－「すべてのサーバー」で削除対象のアプリケーション・サーバーを選択し、「削除」ボタンを押下。

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【(補足)WAS構成削除】

(補足)WAS構成削除の続き
②該当のアプリケーション・サーバーとHTTPサーバーが選択されていることを確認し、「次へ」を選択。
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【(補足)WAS構成削除】

(補足)WAS構成削除の続き
③削除ボタンを押下する　・・・　状況が「削除中」となり、しばらく掛ります
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【(補足)WAS構成削除】

(補足)WAS構成削除の続き
④最新表示ボタンを押下し、削除されていることを確認。
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【(補足)WAS構成削除】

(補足)WAS構成削除の続き
※アプリケーション・サーバーとHTTPサーバーから削除されています
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【(補足)WAS構成削除】

(補足)WAS構成削除の続き

以上
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【(補足)WASアンインストール】

●WASのアンインストール手順

※アンイントール対象のアプリーション・サーバーおよび、HTTPサーバーが停止または、削除されていることが前提
①IBM Web Administrator for i より、「管理」－「インストール済み環境」でアンインストール対象のプロダクトを選択する。

######## 印刷時の改ページ不具合修正
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【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き
②「アンインストール」ボタンを押下
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【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き
③確認画面で「アンインストール」ボタンを押下　・・・　アンインストール中となり、しばらく掛ります
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【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き
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【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き
④IBMi側の確認
※ライブラリー情報　・・・　WRKLIB QWAS85*

Copyright 2016 iGUAZU Corporation 100 ／ 102



【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き
※IFS情報　・・・　/QIBM/ProdData　および、　/QIBM・UserData　のそれぞれの配下の確認
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【(補足)WASアンインストール】

(補足)WASアンインストールの続き

以上
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